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◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

２００８年　市制５０周年�

あなどれません。町田�

　
　

月　

日
、
市
内
の
企
業
、
各

１１

２８

種
団
体
及
び
市
で
構
成
さ
れ
る
町

田
市
市
制　

周
年
記
念
事
業
実
行

５０

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
長
で
あ
る
石
阪
市
長
に
よ
る
あ

い
さ
つ
の
後
、
実
行
委
員
会
の
会

則
、
役
員
の
選
任
、
２
０
０
７
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
記
念
事
業

の
実
施
に
向
け
た
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
一
丸
と
な
っ
て
市
制　

周
５０

年
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
詳
細
は
、
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１

０
３

　
　

月　

日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー

１１

２０

ラ
ム
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席

の
も
と
で
開
催
さ
れ
た
地
方
自
治

法
施
行　

周
年
記
念
式
典
（
総
務

６０

省
主
催
）
に
お
い
て
、
玉
川
学
園

町
内
会
が
「
地
方
自
治
法
施
行　
６０

周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
（
団
体

表
彰
）
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
町
内
会
は
会
員
世
帯
数
４
０

０
０
を
数
え
る
市
内
最
大
の
町
内

会
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
地
域

資
源
回
収
活
動
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
の
課
題

で
あ
っ
た
交
通
問
題
の
解
決
に
向

け
、
バ
ス
事
業
者
・
町
田
市
と
協

働
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入

に
取
り
組
み
、
運
行
条
件
の
整

備
、
バ
ス
停
設
置
の
合
意
形
成
、

利
用
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
幅
広
い
役

割
を
担
い
、
バ
ス
運
行
を
成
功
さ

せ
た
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。

市市制制５５００周周年年記記念念事事業業
実行委員会実行委員会がが設設立立さされれままししたた

電子申請を
ご利用下さい

□問 市民課住民記録係

11７２４・２１２３

基本構想（案）が報告されました

玉
川
学
園
町
内
会
が

玉
川
学
園
町
内
会
が

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

市
教
育
委
員
会
で
は　

月
６

１１

日
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
保

護
者
・
市
民
・
学
校
関
係
者
を
対

象
に
「
東
京
都
教
育
の
日
」
講
演

会
「
学
校
と
家
庭
、
地
域
が
協
力

し
て
子
供
た
ち
に
伝
え
る
べ
き
こ

と
〜
町
田
市
の
小
中
一
貫
教
育
の

取
組
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
小
・
中
一

貫
教
育
に
関
す
る
説
明
を
し
た
後

に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
学
識
経

験
者
や
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の

代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意

見
を
述
べ
る
な
ど
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
５
４

　
　

月　

日
に
町
田
市
鶴
川
駅
前

１１

１９

公
共
施
設
建
設
調
整
会
議
（
以

下
、
調
整
会
議
）
の
倉
田
会
長
か

ら
『
鶴
川
駅
前
公
共
施
設
基
本
構

想（
案
）』
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
構
想
（
案
）
は
、
利

用
者
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
検

討
を
行
い
、
調
整
会
議
が
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　

市
は
報
告
を
受
け
、
基
本
構
想

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
基
本

構
想
に
対
す
る
市
民
意
見
の
募
集

を
行
い
、
調
整
会
議
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
検
討
を
進
め
、
基

本
計
画
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
意
見
の
募
集
に
つ

い
て
は
、
後
日
本
紙
及
び
町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

検
討
経
過
の
詳
細
は
、
町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ト
ピ
ッ
ク

ス
か
ら
入
れ
ま
す
）
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１

０
３

鶴
川
駅
前

鶴
川
駅
前

公
共
施
設

 

公
共
施
設

基
本
構
想

基
本
構
想
をを

策
定
し
ま
し
た

策
定
し
ま
し
た

１１月２８日に報告のため、市長を訪れました

　

現
在
、
各
行
政
機
関
で
は
、

電
子
申
請
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
予

め
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
入
手

し
、
電
子
証
明
書
の
付
与
が
必
要

と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

取
得
す
る
に
は

　

対
象
者
は
、
町
田
市
内
に
住
民

登
録
の
あ
る
日
本
国
籍
の
方
で

す
。

①
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
」
に
、
本
人
確
認
の
書
類

と
、
写
真
付
き
カ
ー
ド
希
望
の
場

合
の
み
写
真
１
枚
（
縦
４
・
５
㎝

×
横
３
・
５
㎝
で
縁
な
し
、
無
背

景
で
、
６
か
月
以
内
に
撮
影
さ
れ

た
も
の
。
ス
ナ
ッ
プ
不
可
）
を
添

え
て
市
民
課
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

で
申
請
し
て
下
さ
い
。

※
申
請
は
郵
送
で
も
可
能
で
す
。

②
カ
ー
ド
作
成
後
、
「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
兼
照
会

書
」
を
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

③
ご
本
人
が
、
通
知
書
で
指
定
さ

れ
た
窓
口
で
「
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
交
付
通
知
書
兼
照
会
書
」
と

「
申
請
の
際
に
提
出
さ
れ
た
旅
券

・
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
（
原
本
）
」
を
持
参
し
て
カ

ー
ド
を
受
領
し
ま
す
。

※
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
つ
き
身

分
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
で
、
市

役
所
市
民
課
で
申
請
さ
れ
る
方

は
、
即
日
交
付
が
可
能
で
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
は　

年
間
で
す
。
た
だ
し
、

１０

市
外
に
転
出
し
た
時
は
無
効
に
な

り
ま
す
。

※
交
付
手
数
料
は
５
０
０
円
で

す
。

電
子
証
明
書
の
発
行
を

受
け
る
に
は

　

対
象
者
は
、
町
田
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
本
庁

舎
１
階
の
市
民
課
ま
で
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
と
官
公
署
発
行
の

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
（
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
顔
写
真
付

き
の
様
式
の
場
合
は
不
要
）
を
お

持
ち
下
さ
い
。

※
電
子
証
明
書
は
３
年
間
有
効
で

す
が
、
氏
名
・
住
所
・
性
別
・
生

年
月
日
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は

無
効
に
な
り
ま
す
。

※
電
子
証
明
書
発
行
手
数
料
は
５

０
０
円
で
す
。

「
東
京
都

「
東
京
都

教
育
の
日
」

教
育
の
日
」

講講
演演
会会
がが

開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた

２０
０８年は市制５０周年２０
０８年は市制５０周年

キャッチフレーズは�

あなどれません。町田�
キャッチフレーズは�

あなどれません。町田�

年末・年始のごみ収集お間違いの
ないように

集積所に日程表を
掲示します

　年末・年始のごみ収集の日程は下表のとおりになります。最終収集日を過ぎて
から出されたごみは、年始まで収集できません。各集積所に日程表を掲示します
ので確認して下さい。 
　年末･年始はごみの量が多いため、通常の収集時間帯と異なる場合があります。

特別指定団体地区　都営武蔵岡住宅・小山田桜台団地・公社森野住宅・シーアイ
ハイツは別のカレンダーがあります。団体（自治会）の担当者に確認して下さい。
　　　　　　　　　　□問 清掃事務所11７９７・７１１１、南収集事務所11７９５・９８１５

○ごみの持込 
　年末の清掃工場へのごみの
持込は１２月３０日（日）午後３時
で終了します（通常の終了時間
とは異なりますのでご注意下さ
い）。なお、１２月２４日（休）は
ごみの持込はできません。ま
た、年始は１月４日（金）午前
８時３０分からです。 
※２５日（火）から３０日（日）
の搬入は大変混雑しますの
で、なるべくご遠慮下さい。
ごみの持込に関するお問い合
わせは町田市コールセンター
（11７２４・５６５６）へ。

年末年始のごみ収集日程表
年始（１月）年末（１２月）

７日（月）から
３０日（日）まで 
※３１日（月）の代わりに
３０日（日）に収集します

月・木コース
燃やせるごみ

４日（金）から２８日（金）まで火・金コース
５日（土）から２９日（土）まで水・土コース

資源とごみの収集日程表で確認して下さい。 燃やせないごみ 
ペットボトル

※収集地区によって異なりますので、集積所の張
り紙で確認して下さい。

ビン・カン、有害
ごみ、古紙・古着

第１回の委員会が開催されました


